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解説

★★★ （1）　陸上に殻のある卵をうむ動物はハ虫類と鳥類なので、A、C、G、Hとなる。

★★★ （2）　

★★★★ （3）　

★★★ （4）　上記を参照。

★★★ （5）　一生をエラで呼吸する動物は魚類なので、F　タイとなる。

★★★ （6）　

★★★ （7）　「からだは硬い殻でおおわれ、節のあるあしを持つもの」は節足動物でcエビ、eトンボ、fセミである。

★★★★ （8）　

★★★★★ （9）　eトンボは呼吸をするための空気の取り入れ口として、腹に気門というものを持つ。

「内臓とそれを包みこむ、外とう膜という柔らかい膜をもち、節がなく柔らかいあしを持つ。」ものは軟体動物であり。
aイカとgアサリである。

節足動物のなかまは、さらに体が2つないし3つの部分に分かれているザリガニのような①甲殻類と、
体が3つの部分に分かれて3対のあしを持つバッタのような②昆虫類に分類される。

Ａハト（鳥類）　Ｂ　クジラ（ホ乳類）　Ｃ　ヘビ（ハ虫類）　Ｄ　イモリ（両生類）　Ｅ　ネコ（ホ乳類）　Ｆ　タイ（魚類）
Ｇ　トカゲ（ハ虫類）　Ｈ　カラス（鳥類）

まわりの温度が変化しても、自身の体温を一定に保つことができる動物（恒温動物）は、鳥類とホ乳類なので、A、
B、E、Hとなる。

ネコは肉食動物（②）であり、肉食動物の歯と目の特徴は犬歯が発達していて、目が前についているため、前方の
広い範囲が立体的に見えることである。

a　イカ（軟体動物）　　b　ヒトデ（棘皮動物）　c　エビ（節足動物・甲殻類）　d　ミミズ（環形動物）
e　トンボ（節足動物・昆虫類）　　f　セミ（節足動物・昆虫類）　　g　アサリ（軟体動物）

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

4.動物のなかま（解答）

単元2 動物の生活と生物の進化

番号

②

（5）

（9）

気門

ｃ、e、f 節足動物

（8）
① ②

甲殻類 昆虫類

a、ｇ

グループ名

軟体動物

（6）

（7）
記号 グループ名

犬歯が発達していて、目が前についているため、前方の広い範囲が立体的に見える。

特徴

（3）

A D

鳥類 両生類

（4）

F

記号

（1）

A、C、G、H

記号

A、B、E、H

グループ名

恒温動物

（2）1

目標時間

30分

【セキツイ動物の特徴】

魚類 両生類 ハチュウ類 鳥類 ホニュウ類

子孫の残し方 卵生 卵生 卵生 卵生 胎生

卵が育つ場所 水中 水中 陸 陸 雌の子宮の中

呼吸のしかた えら
子：えら

親：肺と皮ふ 肺 肺 肺

体の表面のようす うろこ
皮ふはしめっ

てうろこはない うろこ 羽毛
ふつうやわらかい毛

でおおわれている。

体温の保ち方 変温 変温 変温 恒温 恒温

あてはまる動物（2つ） コイ、メダカ
カエル、

サンショウウオ
ヘビ、ヤモリ スズメ、メダカ イヌ、キツネ
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解説

★ （1）　背骨はない動物を無セキツイ動物という。

★★★ （2）　

★★★ （3）　

★★★★ （a)　相同器官は進化の過程をさかのぼると同じ起源としているが、実際の形やはたらきは異なっている器官。

★★★★

（4）　

内臓が外とう膜でおおわれている仲間を軟体動物という。ア　ダンゴムシ（甲殻類のなかま）　イ　ウニ（棘皮動物）
ウ　イカ（軟体動物）　　エ　アサリ（軟体動物）　　オ　クラゲ（刺胞動物）である。

①を見ると魚類だけの特徴を選ぶので、親（おとな）は肺で呼吸するか（オ）となる。
②は鳥類、ハ虫類にはあり、両生類にはないものを選ぶので、殻（から）のある卵をうむか（ウ）を選ぶ。
③は鳥類にあり、ハ虫類にはない特徴を選ぶので、まわりの温度が変化しても、体温を一定に保つことができるか
（イ）を選ぶ。

（ｂ）　シマウマなどの草食動物の特徴は臼歯が発達していることで、草をすりつぶしやすく、目が顔の側面にある
　　　ことで、見える範囲が後方まで広がる。肉食動物は犬歯が発達しており、目が顔の正面付近にあることで、物
　　　体を立体に見ることができる。

2

① ② ③

オ ウ イ
進化の過程をさかのぼると同じ起源としているが、実際の形やはたらきは
異なっている器官。

臼歯が発達していることで、草をすりつぶしやすく、目が顔の側面にあることで、見える範囲が後方まで広がる。

（4）(ｂ）

記号

ウ、エ

（2）

（3） （4）(a）

（1）

無セキツイ動物

名称

軟体動物
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